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コロナ対策•子育て支援•建設事業費などに 令和4年度

予　算

一 般
会 計 68億5,600万円
前年比△1億5,400万円
令和4年度の当初予算（一般会計、11特別会計、2企業会計）は
審議の結果、すべて原案の通り可決しました。

ふるるんの家計簿ふるるんの家計簿
（年間68万6千円だとしたら？）

R4.3.31
住基人口　8,688人

貯　　　金
（予備費）（諸支出金）

１千円

親の仕送り
（依存財源）
52万６千円

奨学金などの返済
（公債費）
７万５千円

アルバイト収入
（自主財源）
16万円

光熱水道費
（消防費：４万２千円）
（衛生費：７万１千円）
（商工費：２万１千円）　　
（災害復旧費：２千円）

13万６千円

学　　　費
（民生費：17万５千円）
（教育費：６万３千円）

23万８千円

食　　　費
（議会費：７千円）
（総務費：12万２千円）

12万９千円

家　　　賃
（農林水産業費：４万５千円）

（土木費：６万円）
10万５千円

海部川風流マラソン
キャラクター
ふるるん

分担金・負担金
（0.5）

依存財源
（76.8）

町税
（9.1）

災害復旧事業費
（0.4）

財産収入
（0.7）諸収入ほか

（11.5）

使用料・手数料
（1.4）

地方交付税
（54.6）

国庫支出金
（5.6）

県支出金
（6.8）

町債
（5.2）

その他
 （4.6）

歳入総額
68億5,600万円

人件費
（17.2）

公債費
（10.9）

その他
  の経費
   （57.0） 投資的経費

      （7.9）

義務的　
経費

　   （35.1）

普通建設事業費
（7.5）物件費

（21.8）

補助費
（19.8）

その他
（15.4）

歳出総額
68億5,600万円

自主財源
（23.2） 扶助費

（7.0）

商工費

2億471万円

商業・工業の振興
など。

農林水産業費

4億5,380万円

農業・林業・水産
業の振興など。

衛生費

7億818万円

保健衛生、ごみの清
掃、し尿処理など。

民生費

17億4,930万円

社会福祉や生活扶
助など。

総務費

12億1,614万円

役場の管理運営・
財産管理・地域振
興対策など。

議会費

6,888万円

議会の運営など。
歳出総額

68億5,600万円

■■

予備費

1,448万円

（※金額はすべて千円以下を四捨五入しています。）

急な災害復旧など。
諸支出金

1,941万円

寄付金、基金積み
立てなど。

公債費

7億4,600万円

償還（借金返済）
など。

災害復旧費

2,405万円

インフラ、ライフライ
ンなどの復旧。

教育費

6億3,308万円

教育・文化・スポー
ツ施設の充実など。

消防費

4億1,823万円

消防・水防・防災
対策など。

土木費

5億9,975万円

道路・橋の建設、
維持管理など。

歳　　入

目的別歳出

（％）

歳　　出

（％）

当

初

予

算
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歳　　入

目的別歳出

（％）

歳　　出

（％）

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

令
和
４
年
度
の　
　
　
　
　
　
　

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、

68
億
５
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
１
億
５
４
０
０
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
納

め
て
い
た
だ
く
町
税
が
、
個
人
住
民

税
や
固
定
資
産
税
の
増
な
ど
に
よ
り

前
年
度
に
比
べ
て
４
３
８
７
万
円
増
の

６
億
２
１
６
１
万
円
。
国
か
ら
の
地
方

交
付
税
は
、
２
億
６
３
１
４
万
円
増
の

37
億
４
２
７
６
万
円
。
町
債
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
、
海
南
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
の
減
な
ど

に
よ
り
、
２
億
７
１
０
０
万
円
減
の

３
億
５
６
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
の
不
足
額
を
補
う
た
め
、
財
政
調

整
基
金
か
ら
５
億
８
０
０
０
万
円
繰
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
に
７
２
４
９
万
円
、

鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
繰
出
金

を
９
１
６
０
万
円
、
町
道
城
満
寺
線
道

路
改
良
事
業
、
八
山
残
土
処
分
場
整

備
事
業
な
ど
普
通
建
設
事
業
費
を
５
億�

１
４
７
５
万
円
、
海
南
病
院
事
業
会
計

繰
出
金
を
２
億
３
５
７
２
万
円
計
上
。

ま
た
、
公
債
費
は
１
２
９
７
万
円
増
の

７
億
４
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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委

員

長

報

告

空から見た八山残土処分場の周辺

　

３
月
８
日
開
会
。
当
委
員

会
が
所
管
す
る
議
案
に
つ
い

て
、
各
担
当
課
か
ら
順
次
説

明
を
受
け
た
。

◯　

公
共
施
設
整
備
保
全
基

金
条
例

　

公
共
施
設
の
維
持
修
繕
、大

規
模
改
修
や
更
新
に
備
え
る

た
め
、基
金
の
創
設
を
行
う
。

◯　

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

国
の
改
正
に
伴
い
、
育
児

休
業
の
取
得
条
件
緩
和
な
ど

の
改
正
。

　
　
　
　
　
　

男
性
職
員
の

育
児
休
暇
の
取
得
状
況
は
。

　
　

実
績
は
な
い
が
、
配
偶

者
の
出
産
付
き
添
い
の
休
暇

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

橋
本　
　

朗

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

計
画
延
長
は
12
㎞
で
、

完
成
済
が
２
・
６
㎞
。
毎
年

１
５
０
～
２
０
０
ｍ
進
ん
で

い
る
。

◯　

令
和
３
年
度
川
西
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

◦
通
報
装
置
更
新
工
事
の
減

額
を
し
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
で
再
度
、
予
算
計
上
。

　
　
　
　
　

通
報
装
置
が
修

繕
で
き
な
い
期
間
の
対
応
は
。

　
　

保
守
点
検
業
者
が
、
監

視
カ
メ
ラ
で
目
視
し
て
い
る
。

◯　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

予
算

　

総
額
は
、
68
億
５
６
０
０

万
円
。
前
年
度
よ
り
１
億
５

４
０
０
万
円
、
２
・
２
％
減

少
の
骨
格
予
算
で
あ
る
。

総
務
費

◦
町
長
及
び
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
費［
３
２
６
６
万
円
］

　

選
挙
経
費
に
選
挙
公
営
を

含
む
経
費
。

農
林
水
産
業
費

◦
国
土
地
籍
調
査
費

　
　
　
　
［
７
９
５
４
万
円
］

　

浅
川
地
区
を
中
心
に
実
施
。

　
　
　
　
　

海
部
地
区
の
地

籍
調
査
は
い
つ
行
う
の
か
。

　
　

浅
川
地
区
は
、
令
和
４

年
度
に
沿
岸
部
の
調
査
が
終

了
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
は

鞆
浦
、
奥
浦
地
区
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

林
業
費

◦
町
産
材
活
用
住
宅
等
建
築

推
進
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
［
６
６
０
万
円
］

　
　
　
　
　

最
近
の
使
用
実

績
が
少
な
く
、
補
助
要
件
を

見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

今
後
、
研
究
し
見
直
し

を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　

大
里
松
原
の
松

枯
れ
に
つ
い
て
、
植
林
対
策

が
不
十
分
な
箇
所
が
あ
る
。

　
　

危
険
な
箇
所
か
ら
、
優

先
順
位
を
付
け
て
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
、
植
林

補
助
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

商
工
費

◦
町
観
光
協
会
補
助
金

　
　
　
　
［
１
８
８
６
万
円
］

　

観
光
協
会
主
体
で
の
事
業

受
入
体
制
の
強
化
な
ど
、
法

人
化
に
向
け
職
員
人
件
費
等

へ
昨
年
度
よ
り
増
額
。

　
　
　
　
　

商
工
費
の
財
源

の
ほ
と
ん
ど
が
一
般
財
源
で

あ
り
、
財
源
確
保
に
努
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

補
助
事
業
や
ガ
バ
メ
ン

ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
、
財
源
確
保
に
努

め
て
い
く
。

土
木
費

◦
橋
梁
点
検
委
託
料

　
　
　
　
［
２
１
０
０
万
円
］

　

橋
梁
点
検
・
長
寿
命
化
計

画
修
繕
計
画
策
定
。

　
　
　
　
　

町
道
四
方
原
五

反
田
線
改
修
事
業
の
進
捗
状

況
は
。

　
　

概
略
設
計
が
３
月
ま
で

に
で
き
、
４
月
か
ら
用
地
調

査
に
入
る
。

◯　

鉄
道
経
営
安
定
基
金
特

別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
に
乗

る
だ
け
で
な
く
、
周
遊
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
、
厳
し
い

経
営
状
況
で
も
事
業
継
続
で

き
る
よ
う
、
県
と
協
議
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

答 答

答答答

答

　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て

い
ま
す
。

は
、多
く
が
取
得
し
て
い
る
。

◯　

海
部
消
防
組
合
規
約
の

一
部
改
正

　

監
査
委
員
の
選
任
規
定
を

改
正
。

◯　

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

歳
入
予
算

◦
土
地
売
払
収
入

［
２
２
１
万
円
］

　

県
道
久
尾
宍
喰
浦
線
整
備

事
業
に
伴
う
町
有
地
売
払
。

◦
ふ
る
さ
と
納
税
一
般
寄
附

金�

［
７
６
７
９
万
円
］

　

12
月
分
ま
で
の
寄
附
金
。

歳
出
予
算

水
産
業
費

◦
補
助
金　
［
２
５
０
万
円
］

　

ト
ン
ガ
海
底
火
山
噴
火
に

よ
る
津
波
被
害
の
補
助
。

　
　
　
　
　

林
道
禅
僧
線
の

進
捗
状
況
は
。

条
例
関
係

予
算
関
係

委
員
の
意
見

委
員
の
意
見

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答

答
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主

な

事

業

改良工事が続く城満寺線の全景

整備される八山残土処分場

林業を未来へ引継ぐためにＤＭＶで経営改善を目指します

阿 佐海岸鉄道の運営（令和４～８年度の５カ
年分）のための基金積立です。

　関係する県および市町村で、総額３億５１００万
円の積立を行います。

森 林を今後どのように管理していきたいかな
ど、所有者の意思を確認する意向調査を行

います。（熟田、吉野、四方原、大里、多良、富田、
大井、角坂、尾崎、日比原地区）
　境界明確化事業も進めます。（相川、平井、富田
地区）

広く見通しの良い道を目指して
町道城満寺線
道路改良工事

令 和６年度竣工を目指しています。

○ 令和４年度施工延長  １００ｍ

7500万円

搬 入された残土の整地と
排水路を施工します。

○ 整地工　５０，０００㎥，
　 排水路工　　　１５０ｍ

5745万円

鉄道経営安定基金
特別会計操出金

森林環境譲与税事業

9160万円
5802万円

大型事業を進めるために必要です
八山残土処分場

整備工事
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成
金　
　
［
１
４
４
０
万
円
］

衛
生
費

◦
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
体
作

り
委
託
料　
［
１
０
０
万
円
］

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料［
１
４
９
４
万
円
］

◦
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

委
託
料　
　
［
２
０
０
万
円
］

教
育
費

◦
海
南
文
化
村
活
性
化
事
業

運
営
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
［
９
８
０
万
円
］

　

三
幸
館
に
お
け
る
飲
食
や

物
販
の
委
託
。

◦
施
設
改
修
工
事
請
負
費

　
　
　
　
［
８
０
０
万
円
］

　

海
南
文
化
館
の
事
務
所
側

の
外
壁
修
繕
工
事
。

　
　
　
　
　

保
育
士
の
処
遇

改
善
は
給
料
へ
の
上
増
し
と

思
う
が
、
ど
の
程
度
か
。
ま

た
、
今
後
も
続
く
の
か
。

　
　

１
人
当
た
り
３
％
の
増
。

補
助
金
が
来
年
度
９
月
ま
で

だ
が
10
月
以
降
も
継
続
。

　
　
　
　
　

三
幸
館
の
現
在

の
体
制
と
運
営
は
。
ま
た
、

予
算
が
教
育
委
員
会
と
観
光

協
会
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い

る
が
一
本
化
で
き
な
い
の
か
。

　
　

現
在
、
文
化
村
休
館
日

以
外
は
開
館
し
、
時
間
も
10

時
か
ら
４
時
ま
で
延
長
。

　

予
算
の
一
本
化
は
、
よ
り

良
い
方
策
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　

給
食
費
の
、
あ

ゆ
み
基
金
か
ら
の
補
助
額
は
。

　
　

小
学
校
９
０
０
円
分
２

７
５
名
。
中
学
校
１
２
０
０

円
分
１
５
６
名
。

　
　
　
　
　

文
化
村
の
外
壁

工
事
は
ど
う
い
う
修
繕
で
、

今
後
も
修
繕
が
続
く
の
か
。

　
　

吹
付
工
事
等
で
今
後
は

大
屋
根
な
ど
の
工
事
も
あ
る

が
、
予
算
面
と
も
相
談
し
な

が
ら
進
め
る
。

　
　
　
　
　

博
物
館
企
画
展

の
内
容
と
、
開
催
時
期
は
い

つ
頃
な
の
か
。

　
　

海
部
刀
と
民
俗
的
な
影

絵
の
コ
ラ
ボ
を
考
え
て
お

り
、
夏
頃
開
催
の
予
定
。

　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
体
づ
く
り
事
業
の
血
圧

計
購
入
補
助
の
要
件
は
あ
る

の
か
。
今
ま
で
の
実
績
は
。

　
　

一
家
に
一
台
と
い
う
要

件
で
、
昨
年
は
１
０
３
台
の

購
入
実
績
が
あ
っ
た
。

◯　

令
和
４
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

事
業
勘
定
は
15
億
４
８
１

０
万
円
。
保
険
給
付
費
と
し

　

３
月
９
日
開
会
。
当
委
員

会
所
管
の
協
議
事
項
の
、
説

明
を
受
け
た
の
で
抜
粋
し
て

報
告
す
る
。

◯　

令
和
４
年
度
一
般
会
計

予
算

総
務
費

◦
工
事
請
負
費

　
　
　
　
［
１
８
０
０
万
円
］

　

海
部
庁
舎
３
階
４
階
部
分

の
エ
ア
コ
ン
改
修
工
事
。

民
生
費

◦
保
育
士
処
遇
改
善
臨
時
特

別
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
［
２
６
８
万
円
］

◦
０
歳
～
小
学
生
ま
で
の
乳

幼
児
医
療
費
助
成

　
　
　
　
［
１
４
７
９
万
円
］

◦
中
学
・
高
校
生
の
子
ど
も

あ
ゆ
み
医
療
費
助
成

　
　
　
　
　
［
９
１
１
万
円
］

◦
買
物
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
委

託
料　
　
　
［
７
４
８
万
円
］

　

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ

対
策
。

◦
高
齢
者
外
出
応
援
事
業
助

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

て
10
億
２
４
９
万
円
、
未
就

学
児
に
係
る
均
等
割
軽
減
措

置
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
１
６
９
万
円
。

　

施
設
勘
定
は
宍
喰
診
療
所

の
７
５
７
５
万
円
。

◯　

令
和
４
年
度
海
南
病
院

事
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予

算
は
、
６
億
８
２
９
万
円
。

　

収
入
の
主
な
も
の
は
、
入

院
収
益
が
２
億
７
５
７
２
万

円
、
外
来
収
益
が
１
億
３
３

６
万
円
、
そ
の
他
医
業
収
益

が
１
８
０
０
万
円
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
が
１
億
８

８
８
７
万
円
。

◦
給
与
費

　
　
［
３
億
９
０
９
５
万
円
］

　

正
規
職
員
36
名
、
会
計
年

度
任
用
職
員
12
名
。

◦
医
師
等
送
迎
タ
ク
シ
ー
借

上
料　
　
　
［
５
８
８
万
円
］

◦
医
師
等
送
迎
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
［
１
４
４
万
円
］

　

医
師
確
保
の
た
め
の
待
遇

改
善
。

◦
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更

新　
［
１
億
１
５
６
１
万
円
］

◦
Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
の

更
新　
　
［
１
９
８
０
万
円
］

　
　
　
　
　

改
革
検
討
委
員

会
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
が
成
果
が
上
が
ら
な
い
原

因
は
。
ま
た
、
看
護
師
の
業

務
日
程
が
厳
し
い
と
聞
く

が
、
累
積
赤
字
も
多
い
。

　
　

常
勤
の
医
師
、
看
護
師

等
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
よ
り
、

患
者
の
増
、
収
益
の
増
、
看

護
師
の
業
務
改
善
等
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
今
後
も
人
材

の
確
保
に
努
力
し
、
町
民
に

必
要
と
さ
れ
る
病
院
と
な
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
く
。

予
算
関
係

委
員
長　

叶
岡　
　

徹

　
　
　
　
　

会
計
年
度
任
用

職
員
の
看
護
師
の
給
料
が
安

い
が
、
人
材
確
保
の
た
め
考

え
て
は
ど
う
か
。

　
　

人
材
確
保
は
重
要
課
題

で
あ
り
、
他
の
自
治
体
も
参

考
に
し
、
考
え
て
い
く
。

「あのね」で子育ての情報交換

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

答答答

答

答答

答

答　

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し
て

い
ま
す
。

委

員

長

報

告
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主

な

事

業 子育て支援のために

地域子育て支援センター「あのね」ベビーマッサージ講習

国際交流員（ＣＩＲ）による「英語おしゃべりクッキング」

地域子育て支援
拠点事業

使える英語を目指して

いろんな事業で魅力アップ！

通 信教育や部活動の強化により、海部高校の
魅力向上を図り、入学希望者の増加につな

げます。

生 きた英語教育を目指して、
ＡＬＴ（英語指導員）や

ＣＩＲ（国際交流員）の活動を
充実します。

海 部庁舎３階の子育て
支援センター「あの

ね」を拠点として、子育て
世代の相談や交流の場をつ
くり、支援を進めます。

719万円

ファミリーサポート
センター事業

子 育て世帯のサポートのため、会員間の子育
てサービスのマッチングを支援します。

520万円
海部高校魅力化
事業

グローバル
教育事業

844万円

2905万円

子育て世代の交流の場として
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議

案

審

議

令
和
４
年
度 

一
般
会
計

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　
原
議
員 

　
一
時
的
な
給
付
金
か
、
基
本

給
が
上
が
る
の
か
。
ま
た
、
今

回
限
り
の
処
遇
な
の
か
。

 

大
崎
福
祉
人
権
課
長 

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
な
ど
の
た
め
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
の
処
遇
改
善
で
あ
り
、
給
与
を
約
３
％

引
き
上
げ
る
。
９
月
ま
で
の
補
助
金
だ
が
、
10
月

以
降
は
運
営
費
に
上
乗
せ
さ
れ
継
続
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
富
田
議
員 

　

相
談
員
を
１
名
か
ら
５
名
に

増
員
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
５

名
分
の
予
算
な
の
か
。

 

大
崎
福
祉
人
権
課
長 

　

現
在
、
新
し
い
相
談
員
と
相
談
活
動
の
詳
細
に

つ
い
て
協
議
中
で
あ
り
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

も
、
協
議
が
ま
と
ま
る
ま
で
未
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
議
員 

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
自
主
検
査

は
、
今
ま
で
何
件
ほ
ど
実
施
し

た
の
か
。

 

大
崎
福
祉
人
権
課
長 

　

昨
年
10
月
か
ら
補
助
事
業
を
開
始
し
て
お
り
、

現
在
ま
で
で
、
50
人
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
保
育
士
処
遇
改
善
臨
時

特
別
補
助
金�

〔
２
６
９
万
円
〕

　
人
権
相
談
員
報
償
費

�

〔
１
９
２
万
円
〕

　
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

委
託
料�

〔
２
０
０
万
円
〕

３
．

Ｑ
２
．

Ｑ

４
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の

人
員
は
何
名
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
活
動
は
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

英
語
推
進
員
２
名
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推

進
員
１
名
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

２
名
、国
際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）２
名
で
あ
る
。

  

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
員
は
、
教
育
プ
ラ

ン
等
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
方

は
、
各
学
校
に
出
向
き
英
語
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

　
教
育
委
員
会

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

〔
２
２
３
５
万
円
〕

1
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
見
吉
議
員 

　

文
化
村
三
幸
館
の
観
光
業
務

の
委
託
料
を
、
教
育
費
の
予
算

に
入
れ
、
管
理
し
て
い
る
の
は

適
正
な
の
か
。

 

森
﨑
教
育
次
長 

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
中
で
も
提
起
さ
れ

て
お
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
観
光
費
で
一
本

化
し
て
い
く
か
検
討
中
で
あ
る
。

　
海
南
文
化
村
活
性
化
事
業

運
営
業
務
委
託
料

�

〔
９
８
０
万
円
〕

５
．

Ｑ
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議

案

審

議

　
　
　
　
　
　
　
長
岡
議
員 

　

こ
の
予
算
に
、
大
雨
時
の
宍

喰
川
に
お
け
る
水
中
ポ
ン
プ
借

上
料
が
入
っ
て
い
る
が
、
ポ
ン

プ
は
常
時
設
置
し
た
方
が
、
効
率
的
で
は
な
い
か
。

 

黒
木
建
設
課
長 

　

そ
の
都
度
、
借
り
上
げ
る
こ
と
は
不
経
済
で
は

あ
る
が
、
浸
水
被
害
の
場
所
は
特
定
し
づ
ら
く
、

移
動
式
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
叶
岡
議
員 

　

こ
の
補
助
事
業
の
内
容
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

 

黒
木
建
設
課
長 

　

老
朽
住
宅
の
解
体
支
援
事
業
で
あ
る
。
補
助
率

は
３
分
の
２
で
、
１
件
当
た
り
60
万
円
の
30
件
分

を
予
定
し
て
い
る
。

　
災
害
復
旧
大
型
機
械

借
り
上
げ
料�

〔
３
６
０
万
円
〕

　
空
き
家
再
生
等
推
進
補
助
金

�

〔
１
８
０
０
万
円
〕

８
．

Ｑ
７
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
髙
畠
議
員 

　

公
害
対
策
審
議
会
お
よ

び
空
き
家
対
策
協
議
会
の

委
員
数
と
会
議
開
催
数
は
。

今
、
空
き
家
が
大
変
多
く

な
っ
て
お
り
、
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

 

森
住
民
環
境
課
長 

　

公
害
対
策
審
議
会
８
名
、
空
き
家
対
策
協

議
会
10
名
で
あ
る
が
、
令
和
３
年
度
は
案
件

が
な
か
っ
た
た
め
、会
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

  

空
き
家
情
報
が
あ
る
と
、
所
有
者
に
通
知

し
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
で
き
て

い
な
い
案
件
は
住
所
不
明
者
が
多
く
調
査
中

で
あ
り
、
審
議
会
も
開
催
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
環
境
衛
生
費
報
酬〔26

万
円
〕

６
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
東
議
員 

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
８
６
０ 

万
円
増
額
し
て
い
る
が
理
由
は

何
か
。

 

中
野
ま
ち
・
み
ら
い
課
長 

　

徳
島
バ
ス
南
部
の
赤
字
を
補
填
す
る
補
助
金

で
あ
り
、
海
陽
町
の
ほ
か
４
町
で
、
路
線
距
離

に
よ
り
按
分
負
担
し
て
い
る
。
貸
し
切
り
バ
ス

の
減
少
お
よ
び
Ｄ
Ｍ
Ｖ
代
替
バ
ス
が
な
く
な
り
、

赤
字
が
増
加
し
た
た
め
の
増
額
。

　
地
域
路
線
バ
ス
運
行
費

補
助
金�

〔
２
９
０
０
万
円
〕

９
．

Ｑ
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施

政

方

針

　

豪
雨
時
の
浸
水
対
策
に
つ

い
て
、
県
に
お
い
て
堆
積
土

砂
撤
去
及
び
樹
木
伐
採
、
護

安
心
安
全
の
推
進

岸
整
備
等
を
進
め
て
お
り
、

松
本
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
能

力
増
強
も
、
調
査
を
行
い
、

事
業
採
択
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

て
い
る
。

　

海
部
野
根
道
路
は
「
日
比

原
・
馳
馬
地
区
対
策
協
議
会
」

と
、
国
、
県
、
町
の
４
者
で
、

事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の

「
調
印
式
」
が
行
わ
れ
た
。

残
り
３
地
区
も
進
め
て
い

き
、
早
期
完
成
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

宍
喰
地
区
地
域
防
災
公
園

は
、
工
事
用
道
路
や
隣
接
す

る
県
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
改

良
工
事
に
も
着
手
し
て
い
る
。

今
後
も
、
国
、
県
、
町
で
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
早
期
完

成
を
目
指
し
て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
ま
た

は
濃
厚
接
触
者
に
つ
い
て
、

自
宅
待
機
中
の
健
康
・
生
活

面
の
対
応
と
し
て
、
買
い
物

代
行
な
ど
が
で
き
る
よ
う
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
、
町
内
で
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
な

ど
に
備
え
、
濃
厚
接
触
者
が

漁
火
の
宿
泊
施
設
で
待
機
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

　

海
南
病
院
は
、
令
和
２
年

に
策
定
し
た
経
営
改
善
計

画
の
目
標
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
、必
要
な
医
師
や
コ
メ
デ
ィ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
第
６
波

が
始
ま
り
、
団
体
予
約
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぐ
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
再
び
多
く

の
方
々
に
Ｄ
Ｍ
Ｖ
に
乗
車
い

た
だ
き
、
阿
佐
東
地
域
へ
の

新
た
な
人
の
流
れ
を
作
り
出

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
月

ま
で
の
実
績
で
、
３
３
９
８

件
、
８
０
８
８
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
も
８
件

２
５
０
万
円
の
寄
付
を
頂
い

て
い
る
。

　

今
年
度
実
施
し
た
「
か
い

よ
う
応
援
券
セ
ッ
ト
」
の
使

用
率
は
、
商
品
券
95
％
、
飲

食
券
91
％
、
宿
泊
観
光
券

80
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
国
の
交
付
金
を
有
効
に
使

い
、
町
の
経
済
を
守
っ
て
い

き
た
い
。

　

株
式
会
社
漁
火
の
経
営

健
全
化
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｍ

Ｖ
運
行
開
始
も
あ
り
１
月
ま

で
は
順
調
に
推
移
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
第
６
波
に

よ
り
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
増

加
し
、
遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
臨

時
休
業
し
た
。
今
後
の
予
約

の
獲
得
に
向
け
営
業
活
動
な

住
み
よ
い
町
の
実
現

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
つ
い

て
、
地
域
社
会
の
中
で
も
英

語
を
感
じ
る
環
境
を
進
め
て

お
り
、
今
後
も
「
知
識
の
英

語
」
か
ら
「
使
え
る
英
語
」

へ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
町
を
挙
げ

た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
に
つ
い
て
は
、
教
育
・
地

域
連
携
・
施
設
・
ま
ち
づ
く

り
の
各
視
点
か
ら
将
来
を
見

据
え
た
議
論
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
最
終
の
答
申
に

よ
り
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
決
定
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
本
格

的
に
使
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
る
休
校
時
に
は
家
庭
で

の
リ
モ
ー
ト
授
業
等
で
、
最

大
の
効
果
を
発
揮
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
先
進
地

と
し
て
、
徳
島
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

カ
ル
の
確
保
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
事
業

は
、
今
年
度
８
地
区
で
意
向

調
査
を
行
い
、
５
地
区
で
境

界
明
確
化
事
業
を
実
施
。
令

和
４
年
度
は
10
地
区
で
意
向

調
査
を
、
３
地
区
で
境
界
明

確
化
事
業
を
予
定
し
て
い
る
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
役

場
窓
口
で
印
鑑
が
い
ら
な
い

よ
う
に
、
条
例
等
の
改
正
を

し
、
で
き
る
も
の
か
ら
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化

も
推
進
し
、
手
続
き
の
簡

素
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

３
月
に
は
「
第
４
次
海
陽

町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

国
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
、
今
後
の
町
財
政
も
非
常

に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
行
財
政
改
革
を
行
っ

て
ま
い
る
。

　

本
格
営
業
運
行
を
開
始
し

た
Ｄ
Ｍ
Ｖ
に
つ
い
て
、
年
末

年
始
は
鉄
道
フ
ァ
ン
や
、
帰

省
さ
れ
た
方
な
ど
で
賑
わ
っ

は
ぐ
く
む
ま
ち
の
実
現

に
ぎ
わ
う
ま
ち
の
実
現

海部野根道路「日比原・馳馬地区 設計協議調印式」
（令和4年2月28日）
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議

会

の

う

ご

き

11
日　

南
阿
波
定
住
自
立
圏
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
（
阿
南
市
）

14
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

24
日　

市
町
村
議
会
公
務
災
害
補
償
組
合
定
例
会
（
徳
島
市
）

25
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

１
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
役
員
会
（
徳
島
市
）

１
日　

海
部
安
芸
議
長
連
合
の
徳
島
県
知
事
・
議
長
要
望

18
日　

一
部
事
務
組
合
（
４
団
体
）
定
例
議
会
（
牟
岐
町
）

24
日　

災
害
時
議
会
対
応
協
議
会

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

１
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
定
期
総
会
（
徳
島
市
）

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

９
日　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

10
日　

第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

25
日　

徳
島
県
町
村
議
長
会
役
員
会
（
徳
島
市
）

議
会
の
う
ご
き
１
月
１
日
か
ら

3
月
31
日
ま
で

1
　
月

3
　
月

2
　
月

原  ひろみ 議員
在職11年以上

小山  慎 議員
在職11年以上

祝 徳島県町村議会議長会
自治功労者表彰

　

道
路
は
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
な
ど
の
「
活

力
の
道
」
で
あ
り
、
救
急
・
救
命
や
災
害
時
の
復
旧

復
興
活
動
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
命
の
道
」
と

し
て
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
根
幹

的
な
基
盤
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
海
部
郡
・
安
芸
郡
議
長
連
合
会
で
は
、

海
部
道
路
を
始
め
道
路
整
備
に
対
す
る
要
望
活
動
を

強
く
行
っ
て
い
ま
す
。

※
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
海
部
郡
の
み
の

参
加
で
行
い
ま
し
た
。

海部郡・安芸郡議長連合会の要望活動（令和４年２月１日）

飯泉知事に、郡内３議長と西沢・重清県議による要望

岩丸県議会議長への要望
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議

案

の

ま

と

め

第
1
回
定
例
会

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７
日
開
会
、
町
長
よ
り
30
議

案
等
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
３
月
10
日

閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
公
共
施
設
整
備
保
全
基
金
条
例

　

…
公
共
施
設
の
今
後
の
整
備
・
維
持
に
充
て
る
た
め
、公
共
施
設
整
備
保　

全
基
金
を
新
し
く
設
置
す
る
。

・
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び
海
陽
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

　

別
す
る
た
め
の 

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
海
部
郡
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
務
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

…
監
査
委
員
の
選
任
規
定
を
改
正
す
る
。

・
海
部
消
防
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

…
監
査
委
員
の
選
任
規
定
を
改
正
す
る
。

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

同
意
・
承
認

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

：
ま
ぜ
の
お
か
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
海
南
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
・
蛇
王
運
動
公
園　
　
　

　
　

指
定
す
る
団
体
：
一
般
財
団
法
人　

ま
ぜ
の
お
か　

　
　

指
定
の
期
間　

：
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　

施
設
の
名
称　

：
漁
火
の
森
宿
泊
施
設
等
・
漁
火
の
森
公
園
・
漁
火
の

森
交
流
促
進
施
設
・
宍
喰
温
泉
宿
泊
施
設
・
宍
喰
観

光
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　

指
定
す
る
団
体
：
株
式
会
社　

漁
火　

　
　

指
定
の
期
間　

：
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

予
算
関
係

（
補
正
予
算
）

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）�

８
３
８
7
万
円
⇨

・
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

42
万
円
⬅

・
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）�

２
３
３
９
万
円
⬅

・
令
和
３
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

�

（
繰
越
明
許
費
）

・
令
和
３
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

�

３
８
０
万
円
⇨

・
令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）�

３
７
５
万
円
⇨

・
令
和
３
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）�

（
収
入
予
算
組
替
）

（
当
初
予
算
）

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算�

68
億
５
６
０
０
万
円

・
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算�

15
億
４
８
１
０
万
円

・
令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算�

２
億
１
０
２
２
万
円

・
令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算�

15
億
２
９
３
４
万
円

・
令
和
４
年
度
浅
川
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算�

５
５
８
３
万
円

・
令
和
４
年
度
海
部
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算�

７
０
１
５
万
円

・
令
和
４
年
度
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算�

１
億
７
９
６
３
万
円

・
令
和
４
年
度
神
野
農
業
集
落
排
水
事
業 

特
別
会
計
予
算�

１
２
９
０
万
円

・
令
和
４
年
度
川
西
農
業
集
落
排
水
事
業 

特
別
会
計
予
算�

４
１
０
４
万
円

・
令
和
４
年
度
日
比
原
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算�

１
０
８
３
万
円

・
令
和
４
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算�

１
７
０
４
万
円

・
令
和
４
年
度
鉄
道
経
営
安
定
基
金
特
別
会
計
予
算�

３
億
４
６
１
３
万
円

・
令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

　
　

事
業
収
益 

２
億
１
３
８
９
万
円　
　

事
業
費
用�

１
億
９
８
０
４
万
円

　
　

資
本
的
収
入 　
６
６
３
０
万
円　
　

資
本
的
支
出�

１
億
４
７
１
０
万
円

・
令
和
４
年
度
海
南
病
院
事
業
会
計
予
算

　
　

事
業
収
益
・ 

事
業
費
用�

６
億　

８
２
９
万
円

　
　

資
本
的
収
入
・
資
本
的
支
出�

１
億
８
２
２
５
万
円

報
告
関
係

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　

…
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

歳　入 3月補正 補正後 構成比率
町 税 0 5億7,773万8千円 7.1
地 方 譲 与 税 0 1億1,830万円 1.5
利 子 割 交 付 金 0 50万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 370万円 0.0
株式等譲渡所得割交付金 0 390万円 0.0
法人事業税交付金 0 270万円 0.0
地方消費税交付金 0 1億4,660万円 1.8
環境性能割交付金 0 350万円 0.0
地方特例交付金 0 320万円 0.0
地 方 交 付 税 0 35億7,622万9千円 44.1
交通安全対策特別交付金 0 60万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 0 6,222万4千円 0.8
使 用 料・ 手 数 料 △11万円 6,183万8千円 0.8
国 庫 支 出 金 △681万8千円 10億347万7千円 12.4
県 支 出 金 △356万5千円 5億3,944万8千円 6.6
財 産 収 入 221万1千円 4,783万7千円 0.6
寄 附 金 7,878万6千円 7,948万6千円 1.0
繰 入 金 △928万円 8億6,485万6千円 10.7
繰 越 金 △1億2,697万8千円 1億5,804万9千円 1.9
諸 収 入 △1,291万6千円 1億3,446万1千円 1.7
町 債 △520万円 7億2,890万6千円 9.0
合 計 △8,387万円 81億1,754万9千円 100.0

3月補正予算後の
歳入歳出予算

歳　出 3月補正 補正後 構成比率
議 会 費 0 6,934万6千円 0.8
総 務 費 △2,534万4千円 10億7,173万5千円 13.2
民 生 費 426万7千円 21億5,558万6千円 26.5
衛 生 費 △3,102万1千円 8億4,157万3千円 10.4
農 林 水 産 業 費 △1,740万7千円 5億8,342万3千円 7.2
商 工 費 △230万8千円 3億8,295万4千円 4.7
土 木 費 △110万円 8億7,639万7千円 10.8
消 防 費 △3,520万円 4億5,058万2千円 5.5
教 育 費 △882万6千円 6億6,229万3千円 8.2
災 害 復 旧 費 0 9,775万円 1.2
公 債 費 △170万円 8億7,474万2千円 10.8
諸 支 出 金 3,476万9千円 3,699万9千円 0.5
予 備 費 0 1,416万9千円 0.2
合 計 △8,387万円 81億1,754万9千円 100.0
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結
果
、
様
々
な
条
件
か
ら
現

実
的
に
難
し
い
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
町
独
自
の
施
策

と
し
て
、
家
庭
内
で
の
二
次

感
染
を
防
ぐ
た
め
、
陰
性
が

確
認
さ
れ
た
無
症
状
の
濃
厚

接
触
者
の
受
け
入
れ
を
、
遊

遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
で
行
う
検
討
を

進
め
て
い
る
。
２
月
に
保
健

所
が
現
地
確
認
し
、
指
導
も

し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、

急
激
な
感
染
拡
大
に
備
え
、

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

集
団
感
染
を
防
ぐ
べ
き
と
提

案
し
て
き
た
。
町
に
お
い
て

も
、
濃
厚
接
触
者
を
、
遊
遊

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
隔
離
で
き
る
よ

う
準
備
が
整
い
つ
つ
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
施
設
と
し

て
、
ま
ぜ
の
お
か
コ
テ
ー
ジ

等
の
検
討
を
し
、
そ
の
他
に

使
用
を
考
え
ら
れ
る
施
設
を

リ
ス
ト
に
載
せ
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

答　

大
崎
福
祉
人
権
課
長

  

県
が
整
備
し
て
い
る
宿
泊

療
養
施
設
が
、
満
床
に
な
っ

た
場
合
の
想
定
は
県
が
判
断

す
る
が
、
町
有
の
宿
泊
施
設

が
提
供
可
能
か
検
討
を
行
っ

た
。
神
野
・
宍
喰
の
移
住
体

験
施
設
、
ま
ぜ
の
お
か
コ

テ
ー
ジ
、
ホ
テ
ル
リ
ビ
エ
ラ

に
つ
い
て
は
、
各
種
条
件
的

に
難
し
く
、
遊
遊
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

が
候
補
と
し
て
残
っ
た
。
陽

性
患
者
の
療
養
施
設
の
開
設

は
県
主
体
で
あ
り
、
協
議
の

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
町
内
感

染
者
は
、
３
月
７
日
時
点
で

約
85
人
と
な
っ
て
い
る
。
以

前
か
ら
自
宅
療
養
は
家
庭
内

感
染
の
危
険
性
が
高
い
た

め
、
公
共
施
設
で
隔
離
し
て

富
田
　
　
寛 

議
員

新型コロナ感染者の初期対応を

旧海部学校給食センターの
貸付の手順方法は適正か

答

〈福祉人権課長〉  町独自で濃厚接触者の
受入施設を検討中である

〈管財課長〉 
企業誘致のメリットは
大きいと考えている

貸し出しが予定されている旧海部学校給食センター（野江）

問

　
　

旧
海
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
町
外
の
民
間
業
者
に

貸
し
付
け
る
計
画
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
当
施
設
は
、
立
地

場
所
も
良
く
、
十
分
使
用
で

き
る
備
品
も
多
く
あ
る
。
町

内
の
方
で
、
弁
当
の
仕
出
し

や
、
新
規
参
入
業
者
、
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
の
解
体
処
分

の
施
設
と
し
て
充
分
機
能
が

果
た
せ
、
ジ
ビ
エ
料
理
と
し

て
地
元
の
振
興
を
図
っ
て
い

　
　

中
内
管
財
課
長

　

現
在
ま
で
約
３
年
間
、
遊

休
施
設
と
な
っ
て
い
た
が
、

借
り
受
け
希
望
者
か
ら
の
相

談
が
あ
り
検
討
を
行
っ
た
。

こ
の
企
業
の
代
表
者
は
、
町

出
身
者
で
地
元
と
連
携
し
た

事
業
展
開
や
、
数
名
の
地
元

雇
用
も
見
込
ま
れ
る
。
ま
た

強
い
発
信
力
で
、
町
の
Ｐ
Ｒ

効
果
も
期
待
で
き
る
な
ど
、

企
業
誘
致
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、

貸
し
出
す
方
向
で
話
を
進
め

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
遊

休
施
設
の
貸
し
出
し
に
つ
い

て
は
、
申
出
者
と
の
相
談
に

よ
り
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

問　

計
画
で
は
、
４
月
１
日

契
約
予
定
で
、
宅
地
４
４
０

平
方
㍍
、
鉄
骨
造
床
面
積
２

０
８
平
方
㍍
の
施
設
賃
貸
料

が
、
年
間
13
万
円
と
な
っ
て

い
る
が
、安
く
は
な
い
の
か
。

答　

中
内
管
財
課
長

　

町
財
産
及
び
使
用
料
に

関
す
る
取
り
決
め
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
の
貸
付
事
例
と
同

様
に
算
定
し
た
金
額
で
あ
る
。

答 答

問

問

く
方
法
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
町
外
の
１
社
だ
け
と

決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
広

報
紙
で
公
募
を
す
べ
き
で
な

か
っ
た
の
か
。
２
月
１
日
付

で
賃
貸
借
に
向
け
て
の
確
認

書
も
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、

町
の
不
動
産
を
資
金
融
資
の

た
め
に
利
用
し
、
そ
の
会
社

の
た
め
に
便
宜
を
図
り
、
優

遇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

一

般

質

問



ん 広場の広場の

なみ

満98歳
（大正12.5.25生）

大里字飯持

稲井 美津子さん

海陽町議会だより　vol.64

食べ物の好き嫌いはない。
今まで大きな病気や怪我をした
ことがない。

・元気の秘訣は？

庭の桃の花を背にして（令和４年４月７日）

編
集
後
記

レンゲ草とミツバチ（大里にて）

・日常生活は？
自分のことは自分でできる。

新聞は毎日読む。

甲子園に高校野球の応援に行き、
海南高校の優勝を見ることができた。

　

こ
の
議
会
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、
町

長
・
議
会
議
員
の
選
挙
も
終
わ
り
、
新
し
い

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

広
報
の
編
集
で
は「
わ
か
り
や
す
さ
」「
読

み
や
す
さ
」を
特
に
気
を
付
け
て
、
努
力
し
改

善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
５
月
に
は
、
新

し
い
編
集
委
員
も
決
ま
り
ま
す
。
決
意
も
新

た
に「
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
」を

発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
年
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

�

（
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
）

・人生の思い出は？


